
                                    

 

 

大船渡駅周辺地区まちづくりの取組の進捗状況等について 
大船渡駅周辺整備室  

 

 

 

１． 大船渡駅周辺地区土地利活用の推進 （令和２年３月末日現在） 

・ 平成 31 年３月以降マッチング事業（市ＨＰへの情報掲載）のほか、令和元年度には復興庁モデ

ル調査事業を活用して、地権者及び事業者向けのＰＲ方策の検討、土地利活用促進ガイドブック

の作成等を実施した。 

・ 令和２年度は当該素案を踏まえ、㈱キャッセン大船渡や不動産仲介業者、庁内関係課と連携し

つつ、地権者及び事業者向けのＰＲを進めていく。 

(1）市ホームページでの土地情報（賃貸・売買希望）の公開効果 

・ 令和元年 11 月に換地公告したことにより、法務局のインターネットサービスを通じて登記情報

の閲覧が可能となったため、運用しつつ、取組方の見直しを検討していく。 

 

           地権者数 筆数 面積 (㎡) 

平成 31 年 3 月 25 日開始時 12 15 8,236 

異動 
取り下げ 

売買成約 3 3 538 

賃貸成約 1 1 505 

そ の 他 0 0 0 

新規登録 18 26 8,217 

令和２年３月末日現在 26 37 15,410 

    

 (2）添付資料  

① 土地利活用促進ガイドブックの概要について   資料 4-1 参照  

② 土地区画整理事業区域における建築工事着手状況 資料 4-2 参照  

③ 土地区画整理事業区域内における土地利活用状況 資料 4-3 参照  

 

 

２．津波復興拠点整備事業の進捗状況 

 (1) エリアマネジメントの推進状況 資料 4-4  

  ① 商業施設の整備状況 

 

街区 借地人等 現在の状況 備考 

①街区 さいとう製菓㈱ オープン済み － 

②街区 ㈱キャッセン大船渡 オープン済み － 

③街区 ㈱サクラダ オープン済み － 

④街区 おおふなと夢商店街協同組合 オープン済み － 

⑤街区 ㈱キャッセン大船渡 オープン済み － 

⑥街区 大船渡再開発㈱ 
オープン済み 

(一部再計画中) 

一部土地については、令和2年3月コンビニ建物除却に

より、再計画中 
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⑦街区 
㈱キャッセン大船渡 

(予定) 
計画中  

⑧街区 ㈱キャッセン大船渡 オープン済み － 

特定業務施設 鎌田水産㈱ オープン済み － 

 

  ② その他の推進状況 

   ・ 都市再生推進法人（㈱キャッセン大船渡）、道路管理者（県、市）、河川管理者（県）との間で、官民

連携により清掃活動、サイン及び植栽等の設置、公共空間活用を進める協定を更新（令和２年３月付） 

   ・ 景観事前協議の実績（令和２年３月末現在） 

 

景観事前協議 

申請件数 

建築物 工作物 屋外広告物 
合計 

H29・30 R1 小計 H29・30 R1 小計 H29・30 R1 小計 

重点区域 9 6 15 0 0 0 3 1 4 19 

一般区域 4 1 5 0 0 0 2 0 2 7 

合計 13 7 20 0 0 0 5 1 6 26 

・ 新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、㈱キャッセン大船渡においてはイベントやまちづく

り人材育成活動等を自粛又はオンラインで実施している。 

また、津波復興拠点区域内の飲食店舗により、4 月 12 日から料理の持ち帰り及び配達サービスを

開始した。(デリキャテッセン（配達サービス）は 5月 6日まで実施) 

・  エリアマネジメントの取組拡充を図るため、㈱キャッセン大船渡において国交省官民連携まちな

か再生推進事業補助金を申請（事前内定済） 

 

  ③ 今後の取組み 

・  新型コロナウイルスの感染拡大防止を踏まえつつ、㈱キャッセン大船渡によるエリアマネジメン

トの取組みを支援する。 

・ ㈱キャッセン大船渡による未利用街区（⑥街区内のコンビニ跡地、⑦街区）の利活用に向けた取

組みを支援する。 

 

 (2) 防災観光交流センター（おおふなぽーと）の運営状況 

  ① 取組状況 

・ アドバイザリーボードを設置し、専門家によるサポート体制を構築、活用（平成 30 年度から 延

べ８回開催） 

・ 新型コロナウイルス感染症対策により、令和２年３月４日から休館中 

 

【令和元年度利用実績】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

１階 1,677 1,212 1,423 1,597 2,093 2,098 1,864 1,433 1,023 990 1,064 1,713 17,959 

２階 3,871 4,327 4,298 5,002 6,610 5,110 5,560 5,056 4,238 6,175 5,652 314 56,441 

合計 5,548 5,539 5,721 6,599 8,703 7,208 7,424 6,489 5,261 7,165 6,716 2,027 74,400 

前年実績 － － 4,390 6,901 5,694 6,101 6,284 5,566 4,591 5,044 4,445 6,391 55,407 

※利用者数累計 10 万人達成（令和元年 10 月） 



② 今後の取組み 

・ 施設所有者として、アドバイザリーボードにおける助言を踏まえつつ、指定管理者による集客事

業や災害時の対応等に係る検討を支援する。 

・ 令和３年度以降の指定管理者公募に係る事務に取組む。 

・ 防災ネットワーク構想におけるゲートウェイ機能を検討する。 

 



■概要

①地理的特徴＆歴史、復興状況
・地区の成り立ちについて、近世当時から東日本大震災の復興まちづくりまでを
紹介することを通じて、地区の力強さと復興状況を伝えます。

②ポテンシャル
・市内全体の住宅着工数と商業床面積について、人口推移を踏まえた整備可能余地
に加え、ＩＬＣ東北マスタープランにおける物流拠点としての位置づけを紹介し、
既存業種以外の誘致の可能性について紹介します。

③土地利用者の声
・地区の事業者の側から、事業用地としての地区の可能性について紹介します。

④土地利用に係る支援策
・土地利活用の検討を講じていただくきっかけとなるよう、特区制度（事業税、不
動産取得税、固定資産税等の減免）のほか、企業立地優遇制度（利子補給、企業
立地補助等）、市内の不動産賃貸業者一覧等を紹介します。

土地利活用促進ガイドブックの概要 資料４-１

■作成の目的

・モデル調査事業を通じて、土地利活用を推進するにあたって
は、まちの現状とポテンシャルを地権者と不動産仲介業者等
に共有する必要があることが明らかとなったため、「まちの
現状とポテンシャルを見える化」する手段として作成

・今後、地権者と不動産仲介業者等に配布するほか、㈱キャッ
セン大船渡等と連携したエリアセールスに活用予定

地区の全体像の見える化！

・地理的特徴＆歴史、復興状況
・ポテンシャル
・土地利用者の声
・土地利用に係る支援策・・・等

2020年度版に修正中
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登録有 登録無
地権者数 人 11 41 13 20 13 2 100
筆数 筆 13 52 15 23 15 13 131
面積 ㎡ 7,265 17,590 5,672 5,568 2,355 7,418 45,868
地権者数 人 26 20 10 18 5 2 81
筆数 筆 37 26 14 21 6 10 114
面積 ㎡ 14,367 10,947 2,647 4,220 903 6,460 39,544
地権者数 人 15 ▲ 21 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 8 0 ▲ 19
筆数 筆 24 ▲ 26 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 9 ▲ 3 ▲ 17
面積 ㎡ 7,102 ▲ 6,643 ▲ 3,025 ▲ 1,348 ▲ 1,452 ▲ 958 ▲ 6,324

H31.3末

R2.3末

差引異動

■利活用未定地の内訳
未定

賃貸・売却希望
自己利用希望 希望未定 意向不明 県・市の土地 計
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